
凡例

Ⅰ　ヘーゲル自身の著作の日本語訳

〈２０１４年〉

Ｇ・Ｗ・Ｆ・ヘーゲル ヘーゲル著『ドイツ国制論』 訳と註

(2)（早瀬明訳）、83、

研究論叢（京都外国語大学国際言語平

和研究所編）、
83、 ### 、ｐ

ｐ.291~30
2.

Ｇ・Ｗ・Ｆ・ヘーゲル 翻訳 シュトゥットガルトの若きヘー

ゲル1785-88年  : 『日記』,作文,
手紙（福田静夫訳）、

現代と文化 : 日本福祉大学研究紀要（日

本福祉大学福祉社会開発研究所編）、
129、 ### 、ｐ

ｐ.37~117.

〈２０１５年〉

Ｇ・Ｗ・Ｆ・ヘーゲル G・W・F・ヘーゲル 主観的な精神

の哲学のための断章(一八二二~

一八二五年)（栗原隆、高畑菜子

訳）、

知のトポス : 世界の視点（新潟大学大学

院現代社会文化研究科 共同研究プロ

ジェクト「世界の視点をめぐる思想史的研

究」　新潟大学人文学部哲学・人間学研

究会編）、

10、 2015 、ｐ
ｐ.1~48.

Ｇ・Ｗ・Ｆ・ヘーゲル G・W・F・ヘーゲル 「精神の哲学」

についての講義(ベルリン一八二

七年/二八年冬学期)（栗原隆

訳）、

知のトポス : 世界の視点（新潟大学大学

院現代社会文化研究科 共同研究プロ

ジェクト「世界の視点をめぐる思想史的研

究」　新潟大学人文学部哲学・人間学研

究会編）、

10、 2015 、ｐ
ｐ.49~101.

Ｇ・Ｗ・Ｆ・ヘーゲル ヘーゲル著『ドイツ国制論』　訳と

註(3)（早瀬明訳）、

研究論叢（京都外国語大学国際言語平

和研究所編）、
86、 2015 、ｐ

ｐ.189~20
6.

Ⅱ　ヘーゲルに関する研究文献

A　研究書

〈２０１４年〉

犬塚元　責任編集 岩波講座　政治哲学２　啓蒙・改

革・革命、

岩波書店、 ###

岩波哲男 ヘーゲル宗教哲学入門、 理想社、 2014

海老澤善一 ヘーゲル『大論理学』、 晃洋書房、 2014

加藤尚武 [ほか] 編 ヘーゲル事典（縮刷版）、 弘文堂、 2014

黒沢惟昭 現代市民社会の教育学 : ヘーゲ

ル、マルクス、グラムシ思想の視

点から、

明石書店、 2014

杉田敦・川崎修　編著 西洋政治思想資料集、 法政大学出版局、 ###

中野眞 ヘーゲルの反省論 : 自立と矛盾、 西田書店、 2014

尼寺義弘・ 牧野広義・
藤井政則　編著

経済・環境・スポーツの正義を考

える、

文理閣、 2014

1 この文献目録は、2014年1月から2015年12月までに日本で公表された、ヘーゲルに関する文献を可能な限り網羅的に収集
しており、日本ヘーゲル学会文献資料委員会・硲智樹編「ヘーゲル日本語文献目録　（２０１２年～２０１３年）」の続編である。

2文献の配列は次のようになっている。Ⅰ　ヘーゲル自身の著作の日本語訳、Ⅱ　ヘーゲルに関する研究文献、Ⅲ　ヘーゲル
に関する研究文献の書評、Ⅳ　ヘーゲル研究の動向紹介、　Ⅴ　ヘーゲルに関する文献目録、Ⅵ　ヘーゲルに関する研究資
料。さらにⅡに関しは、Ａ　研究書、Ｂ　雑誌・紀要および論文集掲載論文、Ｃ　外国語研究論文の日本語訳の順で三つに区
分してある。　但し、複数名の共同執筆者による論文集等は、ＡとＢの両方に重複して記載されている場合がある。

3上記の各分野における文献は、まず刊行年ごとに区分したうえで、著者名の五十音順で配置してある。

4 各文献のデータ項目は、単行本に関しては、著者名（または訳者名）、題名、出版元の名称、刊行年の順で記載してあり、
雑誌・紀要等掲載論文に関しては、筆者名、論文の題名、掲載雑誌の名称、巻数・号数、刊行年、掲載頁の順で記載してあ
る。巻数・号数に関して、例えば15巻4号であれば、１５（４）と表記した。

5 ヘーゲルに関するものであっても、随筆類、また事典の項目や哲学史関連の著作に含まれる章節、学会発表要旨・レジュ
メ、新聞記事等は正確な情報収集が困難なため掲載を割愛した場合がある。

日本ヘーゲル学会文献資料委員会

松岡　健一郎・早瀬　明　編

ヘーゲル日本語文献目録

（２０１４年～２０１５年）



山内廣隆 ヘーゲルから考える私たちの居場

所、

晃洋書房、 2014

吉本隆明 ヘーゲルについて/廣松渉の国家

論・唯物史観、

猫々堂、 2014

〈２０１５年〉

石井基博 ヘーゲル法哲学が目指したもの :

「体系としての人倫」・自由・国家、

晃洋書房、 2015

権左武志　編 ドイツ連邦主義の崩壊と再建――

ヴァイマル共和国から戦後ドイツ

へ、

岩波書店、 ###

澤田章 ヘーゲル 〔新装版〕、 清水書院（人と思想 17）、 2015

高村是懿 ヘーゲル「精神現象学」を学ぶ :

科学的社会主義の立場から、

一粒の麦社(広島県労働者学習協議会

編)、

2015

高柳良治 ヘーゲルの社会経済思想、 こぶし書房、 2015

寄川条路 今泉六郎 : ヘーゲル自筆本を日

本にもたらした陸軍獣医、

ナカニシヤ出版、 2015

B　雑誌・紀要および論文集掲載論文

〈２０１４年〉

赤石憲昭 ヘーゲルの男女観・子ども観をど

う捉えるか? : ヘーゲル家族論の

再検討 (特集 現代の危機と『法

の哲学』) -- (シンポジウム 現代

の危機に応えるヘーゲル : その

『法哲学』的処方箋)、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、
20、 2014 、ｐ

ｐ.10~23.

阿部ふく子 ヘーゲルの思弁哲学における命

題・叙述・言語、

思索 (座小田豊先生 御退職記念号)（東

北大学哲学研究会編）、
47、 2014 、ｐ

ｐ.271~28
7.

飯泉佑介 ヘーゲル『精神現象学』における

「欲望の経験」再考、

東京大学大学院人文社会系研究科・文

学部哲学研究室論集（東京大学大学院

人文社会系研究科編）、

33、 2014 、ｐ
ｐ.105~11
8.

池松辰男 人間精神の自立 : ヘーゲルにお

ける主観的精神論の形成と意義、

倫理学紀要 （東京大学大学院人文社会

系研究科編）、
22、 2014 、ｐ

ｐ.143~16
6.

伊坂青司 ヘーゲル歴史哲学の原型と変容 :
「世界史の哲学」初回講義(一八

二二/二三年)を中心に、

思想（岩波書店）、 1086、 2014 、ｐ
ｐ.133~15
7.

石井基博 近代自然法(理性法)理論の限界

と人倫 : ヘーゲル法哲学が目指し

たもの、

同志社哲学年報（Societas
Philosophiae Doshisha編）、

37、 2014 、ｐ
ｐ.135~15
1.

大河内泰樹 思想のフロンティア 規範・欲望・承

認  : ピピン、マクダウェル、ブラン

ダムによるヘーゲル『精神現象

学』「自己意識章」の規範的解釈、

唯物論研究年誌（大月書店）、 19、 2014 、ｐ
ｐ.178~19
1.

太田洪量 やさしい共産主義批判・克服の展

開(2)ヘーゲル弁証法を批判しな

がら借用したマルクスの欺瞞、

世界思想（世界思想出版）、 40(6)、 2014 、ｐ
ｐ.46~49.

大橋基 官僚倫理と不偏性請求 : ヘーゲ

ル『法の哲学』「国家」論によせて

(特集 現代の危機と『法の哲学』)
-- (シンポジウム 現代の危機に応

えるヘーゲル : その『法哲学』的

処方箋)、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、
20、 2014 、ｐ

ｐ.34~44.

大橋基 「戦争」の倫理と「平和」の技法 :
ヘーゲル『法の哲学』における「国

家」論によせて、

法政大学文学部紀要（法政大学文学部

編）、
70、 2014 、ｐ

ｐ.45~58.

岡崎秀二郎 ヘーゲルの措定的反省、 東京大学大学院人文社会系研究科・文

学部哲学研究室論集（東京大学大学院

人文社会系研究科編）、

33、 2014 、ｐ
ｐ.90~104.

岡崎龍 ヘーゲル『精神現象学』における

否定性の問題 : ヴォルフガング・

ボンジーベン『ヘーゲルのイエナ

期論考における否定性の概念』を

読む、

クァドランテ （東京外国語大学海外事情

研究所編）、
16、 2014 、ｐ

ｐ.265~27
4.



小川真人 ヘーゲルと自然美学  (特集 現代

の危機と『法の哲学』) -- (シンポジ

ウム 自然美の哲学 : 自然美学の

哲学的批判から環境美学の構築

へ)、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、
20、 2014 、ｐ

ｐ.72~82.

堅田研一 D・コーネルの脱構築的法哲学に

ついて  : 法における倫理性の問

題、

法哲学年報（有斐閣）、 2014 、ｐ
ｐ.169~18
1.

堅田剛 若きヘーゲルの宗教論、あるいは

〈律法〉と〈道徳〉の弁証法、

独協法学（獨協大学法学会編）、 94、 2014 、ｐ
ｐ.25~56.

堅田剛 若きヘーゲルの《国制》論 : 『ドイ

ツ憲法論』をめぐって、

独協法学（獨協大学法学会編）、 95、 2014 、ｐ
ｐ.1~30.

加藤泰史 現代ドイツの自然美学 (特集 現
代の危機と『法の哲学』) -- (シン

ポジウム  自然美の哲学 : 自然美

学の哲学的批判から環境美学の

構築へ)、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、
20、 2014 、ｐ

ｐ.83~96.

神山伸弘 宗教的ファナティズムの非インド的

想定 : ヘーゲル『法の哲学』第五

節とミュンスター再洗礼派王、

跡見学園女子大学人文学フォーラム（跡

見学園女子大学編）、
12、 2014 、ｐ

ｐ.52~65.

神山伸弘 ヘーゲル哲学における《自由》の

《経験》、

跡見学園女子大学文学部紀要（跡見学

園女子大学編）、
49、 2014 、ｐ

ｐ.81~96.

川崎誠 「論理的構文論」とヘーゲル論理

学、

理想（理想社）、 692、 2014 、ｐ
ｐ.154~16
8.

川瀬和也 判断と正当化  : ヘーゲル『大論理

学』の判断論、

哲学雑誌（有斐閣）、 129(801)
、

2014 、ｐ
ｐ.112~13
0.

川瀬和也 現実性と「概念の生成」 (特集 現
代の危機と『法の哲学』) -- (シン

ポジウム 『大論理学』本質論刊行

二〇〇周年記念「本質論から概念

論へ : 「現実」章の検討」)、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、
20、 2014 、ｐ

ｐ.113~12
7.

久保陽一 理想の現在性 : ヘーゲル『精神の

現象学』における道徳性の問題、

駒澤大学総合教育研究部紀要（駒澤大

学編）、
8、 2014 、ｐ

ｐ.37~64.

栗原隆 ドイツ観念論におけるスピノザ主

義  : ヘーゲルの、失われた「フィッ

シュハーバー批評」、「ヘルダー批

評」に照らして (スピノザというトラ

ウマ)、

思想（岩波書店）、 1080、 2014 、ｐ
ｐ.180~19
9.

黒沢惟昭 社会主義の再生 ヘーゲル、マル

クス、グラムシ : 「具体的・普遍」を

視軸に (特集 国家論)、

情況（情況出版）、 3(1)、 2014 、ｐ
ｐ.105~11
8.

小井沼広嗣 道徳的行為主体による悪とその克

服  : 『精神現象学』における良心

論をめぐって、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、
20、 2014 、ｐ

ｐ.145~15
7.権左武志 ヘーゲル――啓蒙と革命の間の

政治哲学、

岩波講座　政治哲学２　啓蒙・改革・革命

（犬塚元責任編集、岩波書店）、
### 、ｐ

ｐ.223~24
4.権左武志 ゲオルク・ヴィルヘルム・フリードリ

ヒ・ヘーゲル、

西洋政治思想資料集（杉田敦・川崎修

編）、
### 、ｐ

ｐ.190~19
7.権左武志 日本ナショナリズムの呪縛とその

克服――丸山眞男のナショナリズ

ム論とドイツ思想、

現代思想（8月臨時増刊号）、 ### 、ｐ
ｐ.64~75.

酒匂一郎 ワークショップ概要 ヘーゲルと市

民法学・立憲主義・共和主義 : 「マ

ルクス主義市民法学」でもなく「近

代主義市民法学」でもなく、

法哲学年報 （有斐閣）、 2014 、ｐ
ｐ.158~16
1.

座小田豊 無限性と否定性 : ヘーゲルの

イェーナ体系構想における「精神

哲学」の成立、

思索 (座小田豊先生 御退職記念号)（東

北大学哲学研究会編）、
47、 2014 、ｐ

ｐ.1~25.

佐山圭司 現代の貧困問題と市民社会の役

割  (特集 現代の危機と『法の哲

学』) -- (シンポジウム 現代の危機

に応えるヘーゲル : その『法哲

学』的処方箋)、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、
20、 2014 、ｐ

ｐ.24~33.



色摩泰匡 ヘーゲル『法哲学要綱』における

「福祉行政」 : 社会的自由の導出

論理、

一橋研究（一橋研究編集委員会編）、 39(2)、 2014 、ｐ
ｐ.35~48.

色摩泰匡 ヘーゲルの社会哲学 : 新自由主

義への対抗の思想 (特集 研究が

おもしろい!(Part 5)大学院生の研

究最前線)、

日本の科学者 （日本科学者会議編）、 49(6)、 2014 、ｐ
ｐ.310~31
5.

島崎隆 ヘーゲル研究のあり方に想う、 ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、
20、 2014 、ｐｐ.5~9.

下城一 ヘーゲルの『法哲学』 : その成立

の背景(7)惑星軌道論(後編)、
横浜国立大学教育人間科学部紀要（横

浜国立大学教育人間科学部編）、
3、 2014 、ｐ

ｐ.27~45.

杉田孝夫 シンポジウム総括 (特集 現代の

危機と『法の哲学』) -- (シンポジウ

ム 現代の危機に応えるヘーゲル

: その『法哲学』的処方箋)、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、
20、 2014 、ｐ

ｐ.55~58.

鈴木亮三 「所有の運命」の行方 : フランクフ

ルト・イエーナ期ヘーゲル哲学生

成の一断面、

思索  (座小田豊先生 御退職記念号)（東

北大学哲学研究会編）、
47、 2014 、ｐ

ｐ.333~35
4.

高橋紀穂 労働と言語 : 普遍経済学におけ

る、

太成学院大学紀要（太成学院大学編）、 16、 2014 、ｐ
ｐ.167~17
5.

髙山守 シンポジウム総括 (特集 現代の

危機と『法の哲学』) -- (シンポジウ

ム 『大論理学』本質論刊行二〇〇

周年記念「本質論から概念論へ :
「現実」章の検討」)、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、
20、 2014 、ｐ

ｐ.141~14
4.

瀧本有香 シェリングとヘーゲル  : その芸術

観と芸術の地位、

哲学世界 （早稲田大学大学院文学研究

科哲学専攻）、
37、 2014 、ｐ

ｐ.39~51.

竹島あゆみ 承認と社会 : ヘーゲル市民社会

論の形成と発展、

岡山大学文学部紀要（岡山大学文学部

編）、
62、 2014 、ｐ

ｐ.1~18.

徳増多加志 絶対的相関と概念をつなぐ論理 :
ヘーゲル論理学の基本構想の一

側面 (特集 現代の危機と『法の哲

学』) -- (シンポジウム 『大論理学』

本質論刊行二〇〇周年記念「本

質論から概念論へ : 「現実」章の

検討」)、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、
20、 2014 、ｐ

ｐ.101~11
2.

中畑邦夫 ヘーゲルのソクラテス論 : その悲

劇性および喜劇性、

麗沢学際ジャーナル（麗澤大学経済学会

編）、
22(1)、 2014 、ｐ

ｐ.43~57.

日暮雅夫 フランクフルト学派における「市民

社会」の問題 : ハーバーマスとホ

ネット (特集 現代の危機と『法の

哲学』) -- (シンポジウム 現代の危

機に応えるヘーゲル : その『法哲

学』的処方箋)、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、
20、 2014 、ｐ
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ルの対立 、

北海学園大学人文論集(退職記念 井上

真蔵 池内靜司教授) （北海学園大学人

文学会編）、

58、 2015 、ｐ
ｐ.29~52.

山岸喜久治 青年ヘーゲルにおける憲法と人権

の視点 : フランクフルト時代の政

治評論から、

人文社会科学論叢（宮城学院女子大学

編）、
24、 2015 、ｐ

ｐ.143~15
4.

山口誠一 ヘーゲル『精神現象学』「序説」第

20節~第22節の解明、

法政大学文学部紀要（法政大学文学部

編）、
71、 2015 、ｐ

ｐ.1~12.

山口誠一 ヘーゲル『精神現象学』「序説」 :

第23節~第24節の解明、

法政大学文学部紀要（法政大学文学部

編）、
72、 2015 、ｐ

ｐ.1~10.

山口誠一 シンポジウム総括 (特集 時代を超

えるヘーゲル) -- (シンポジウム

ヘーゲルと新プラトン主義)、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、
21、 2015 、ｐ

ｐ.118~12
1.

山口誠一 趣旨 (日本倫理学会第六十五回

大会 主題別討議報告) -- (ヘーゲ

ルと現代)、

倫理学年報（日本倫理学会編）、 64、 2015 、ｐ
ｐ.51~53.

山口邦夫 不法と責任との分離的思考の源

流 : イェーリングのヘーゲル解釈

を端緒に、

駒澤法学 (法学部創立50周年記念号)

（駒澤大学法学部編）、
14（2）、 2015 、ｐ

ｐ.137~15
3.

山口義久 プロティノス発出論のDialektik (特

集 時代を超えるヘーゲル) -- (シ

ンポジウム ヘーゲルと新プラトン

主義)、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、
21、 2015 、ｐ

ｐ.93~104.

山﨑純 ヘーゲル歴史哲学の実像に迫る :

新資料に基づく最終学期の構想、

思索（東北大学哲学研究会編）、 48、 2015 、ｐ
ｐ.23~55.

山本愛 A. ルーゲにおける「国家」と「自

由」 : ルーゲの書簡等を手がかり

として、

ヨーロッパ研究（東北大学大学院国際文

化研究科ヨーロッパ文化論講座編）、
10、 2015 、ｐ

ｐ.293~31
1.

吉岡亮 内田魯庵『文学一斑』における

ヘーゲル ──その典拠とドラマ論

──、

札幌大谷大学社会学部論集（札幌大谷

大学・札幌大谷大学短期大学部編）、
3、 2015 、ｐ

ｐ.133~15
0.

吉田達 無限判断を,無限性を意識しながら

読む : ヘーゲル『精神現象学』に

おける「無限判断」素描、

ヨーロッパ研究（東北大学大学院国際文

化研究科ヨーロッパ文化論講座編）、
10、 2015 、ｐ

ｐ.99~123.

寄川条路 日本で発見されたヘーゲルの自

筆書き込み本について、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、
21、 2015 、ｐ

ｐ.180~18
7.

Ｃ　翻訳

〈２０１４年〉

チャールズ・テイラー ヘーゲルと近代社会（渡辺義雄

訳）、

岩波書店（オンデマンド版）、 2014

ミヒャエル・パヴリック ジャン・ジャック・ルソーの政治哲

学に対するヘーゲルの批判（川口

浩一(監訳)山下裕樹(訳)）、

関西大学法学論集（関西大学法学会

編）、
63(6)、 2014 、ｐ

ｐ.261~28
6.

エッカート・フェルスター カント以後の哲学の展開にとって

の『判断力批判』第七六～七七節

の意義（第２部）（宮崎祐助、大熊

洋行訳）、

知のトポス : 世界の視点（新潟大学大学

院現代社会文化研究科「世界の視点をめ

ぐる思想史的研究」プロジェクト編）、

9、 ### 、ｐ
ｐ.133~18
7.

ダニエル・ブリージール,
重川成美, 栗原隆

講演 良心に対抗? ヘーゲル派の

批判に対するフィヒテ派の返答（重

川  成美, 栗原 隆訳）、

知のトポス : 世界の視点（新潟大学大学

院現代社会文化研究科「世界の視点をめ

ぐる思想史的研究」プロジェクト編）、

9、 2014 、ｐ
ｐ.227~26
1.

マルクス ユダヤ人問題に寄せて ; ヘーゲ

ル法哲学批判序説 （中山元訳）、

光文社（光文社古典新訳文庫）、 2014

ジェローム・レーブル ジェローム・レーブル来日公演 : リ
オタールとヘーゲル　― 争異と弁

証法的差異（川口浩一監訳, 山下

裕樹訳）、

人文学報. フランス文学（首都大学東京

都市教養学部人文・社会系　首都大学東

京人文科学研究科編）、

496、 2014 、ｐ
ｐ.41~68.

〈２０１５年〉

ミヒャエル・クヴァンテ 行為は現実性である : ヘーゲルの

帰属主義的・プラグマティズム的

現実性概念（大河内泰樹訳）、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、

21、 2015 、ｐ
ｐ.22~38.



クラウス・フィーヴェーク 講演 ヘーゲルのシシリアン・ディ

フェンス : 本質の論理学の形而上

学、懐疑主義、超越論的哲学に対

する関係（岡崎秀二郎訳）、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、

21、 2015 、ｐ
ｐ.9~21.

カール・レーヴィット ヘーゲルからニーチェへ : 十九世

紀思想における革命的断絶（三島

憲一訳）、

岩波書店（岩波文庫）、 21、 2015

フランツ・ローゼンツ
ヴァイク

ヘーゲルと国家（村岡晋一, 橋本

由美子訳）、

作品社、 2015

オットー・ペゲラー編 ヘーゲル講義録研究（寄川条路監

訳）、

法政大学出版局、 2015

Ⅲ　ヘーゲルに関する研究文献の書評

〈２０１４年〉

笠原賢介 啓蒙の弁証法の「定め」と行方

(合評会 栗原隆著『ドイツ観念論

からヘーゲルへ』)、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、
20、 2014 、ｐ

ｐ.177~18
1.

高橋一行 評論 (合評会 黒崎剛著『ヘーゲ

ル・未完の弁証法』)、
ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、
20、 2014 、ｐ

ｐ.187~19
1.

田中朋弘 書評 石崎嘉彦『政治哲学と対話

の弁証法 : ヘーゲルとレオ・シュト

ラウス』、

倫理学研究（関西倫理学会編）、 44、 2014 、ｐ
ｐ.179~18
2.

田端信廣 評論 (合評会 栗原隆著『ドイツ観

念論からヘーゲルへ』)、
ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、
20、 2014 、ｐ

ｐ.172~17
6.

野尻英一 評論 (合評会 黒崎剛著『ヘーゲ

ル・未完の弁証法』)生命から精神

へ、それは弁証法の失敗なのか

完成なのか、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、
20、 2014 、ｐ

ｐ.191~19
5.

松岡健一郎 評論 (合評会 黒崎剛著『ヘーゲ

ル・未完の弁証法』)、
ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、
20、 2014 、ｐ

ｐ.196~19
9.

湯浅正彦 評論 (合評会 栗原隆著『ドイツ観

念論からヘーゲルへ』)「超越論的

観念論」の行方、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、
20、 2014 、ｐ

ｐ.181~18
6.

寄川条路 精神の深さ : 小島優子『ヘーゲル

精神の深さ : 『精神現象学』にお

ける「外化」と「内化」』を読む 、

カルチュール : 明治学院大学教養教育

センター紀要(橋本肇教授退職記念号)
（明治学院大学教養教育センター編）、

8(1)、 2014 、ｐ
ｐ.9~21.

〈２０１５年〉

片山善博 【書評】ロバート・B・ピピン『ヘーゲ

ルの実践哲学　人倫としての理性

的行為者性』星野勉監訳、 大橋

基・大藪敏宏・小井沼広嗣訳、法

政大学出版局、二〇一三年　現代

社会におけるヘーゲル実践哲学

の射程、

法政哲学 （法政哲学会編）、 11、 2015 、ｐ
ｐ.41~42.

栗原隆 評論一 (合評会 久保陽一著『生と

認識 : 超越論的観念論の展開』)、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、

21、 2015 、ｐ
ｐ.160~16
4.

権左武志 書評：杉田敦『両義性のポリティー

ク』、

週刊読書人、 12月11日

号、

### 、ｐ4.

渋谷繁明 評論三 (合評会 久保陽一著『生と

認識 : 超越論的観念論の展開』)、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、

21、 2015 、ｐ
ｐ.168~17
1.

杉田孝夫 評論一 (合評会 石崎嘉彦著『政

治哲学と対話の弁証法 : ヘーゲ

ルとレオ・シュトラウス』)、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、

21、 2015 、ｐ
ｐ.172~17
5.

高田純 評論二 (合評会 石崎嘉彦著『政

治哲学と対話の弁証法 : ヘーゲ

ルとレオ・シュトラウス』)、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、

21、 2015 、ｐ
ｐ.176~17
9.

円谷裕二 評論二 (合評会 久保陽一著『生と

認識 : 超越論的観念論の展開』)、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、

21、 2015 、ｐ
ｐ.165~16
8.



Ⅳ　ヘーゲル研究の動向紹介

Ⅴ　ヘーゲルに関する文献目録

〈２０１４年〉

硲智樹 ヘーゲル日本語文献目録(2012
年~2013年)、

ヘーゲル哲学研究 （日本ヘーゲル学会

編）、
20、 2014 、ｐｐ.210~200.

Ⅵ　ヘーゲルに関する研究資料

〈２０１５年〉

川瀬和也 フェノロサ講義「哲学史 : ヘーゲル

論(清澤満之筆記)」(下)、

ヘーゲル哲学研究（日本ヘーゲル学会

編）、

21、 2015 、ｐ
ｐ.205~18
8.


